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はじめに  
 
1) 中国地方・江の川流域で  
    45%を超える高齢化率の旧町村  
    2004 年特定非営利活動法人  ひろしまね  発足  
                  「もう一つの役場」を地域へ                      
                  「ローカル・ビジネス」による自治組織の経営  

①  作木  むらで  (現  三次市作木町) 
86 市町村から 23 市町へ        
65 人から 18 人へ、そして 15 人へ  
18 豪雪に関するアンケート調査から  
                        

2) ひろしまねの活動から     
  「地域で暮らす人々が困らない仕組みづくりのお手伝い」       

①  地域経営組織の育成  
島根県地域づくり中間支援組織補助事業で自治組織支援へ  
島根県尾原ダム地域活性化支援事業  

②  地域マネージャ育成  
大学インターンシップ受け入れ・派遣   地域リーダー養成  インタープリター養成  

③  地域組織の収益事業開発・支援  
 石見教育ツーリズム   まちむら機構 GT 調査   広島市女性センター企画交流事業  
 広島市内イタリア組食材開発・ブランド化   銀山街道ツアー・江の川発見ツアー  

④  地域資源調査・情報発信  
 銀河鉄・道プロ J  宮本常一に学ぶ江の川調査(我聞塾)  ポータルサイトの運営  
 「しん・旅物語」プロジェクト  広域・横断推進組織育成               

 
おわりに  

 
 

 
 

特定非営利活動法人ひろしまね  Not-for-Profit Organization Hiroshimane  NPO 法人  地域経営組織  



「この３６年、中国路 江の川流域で」 

広島県作木村 人口3500人(ピークは7000人 現2000人) 
「38豪雪」1963年大雪挙家離村「47･7（1972年）豪雨」 

2004年3月115年で閉村 
 
                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                             
 
 
                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                          

 

今中国山地で高齢化率４０%越えの町

村続出 過疎化は下げ止まり 少子社会

無子化 「わしの葬式は、誰が出してく

れるのか」  集落の崩壊 限界集落 暮ら

しの基盤の崩壊市町村合併は急ピッチ 
地域の実像が見えにくくなってきた 
大字・小学校エリアでの「自治区」「振

興区」の創設  ＮＰＯ法人も視野に 

「もう一つの役場」で地域経営を 

江の川流域会議1986年 過疎を逆手にとる会 
1982年 

江の川文化圏会議 1990年

国交省 広島・島根県 
流域36市町村

過疎を逆手にとる 10
カ条  無ければ無い

で、創れば良い  マイ

ナスをプラスに切り返

しての地域づくり

中国・地域づくり交流会 
1990年 

㈱中国地域づくりセンター 
逆手塾

産官学野 横断的組織 道の駅 
社会実験 実証実験 600人  
ＮＰＯ法人中国・地域づくり

ハウス2003年立ち上げ 

限りなく公益法

人に近い  ㈱ 
10 株まで 配当

せず 
住民参加型の計

画づくり 
１億円越えの売

り上げも 

市民公益活動

研究会・ＮＰＯ

推進センター

ひろしま・ひろ

しまＮＰＯセ

ンター へ 
1997年

ＮＰＯ法人「ひろしまね」

の立ち上げ

（ローカルドｳ＆シンクタンク）

ゆるやかなネット  20040313 
江の川流域住民連絡会立ち上げ

分野別サポートセンター。コ

ンビニ型サポートセンター

（生活支援・公民館？）サテ

ライト型サポートセンター

縁側サロン･農家レストラン

収益事業も 
地域経営の考えで 
商工会 郵便局は地域の

「核」として役目は大きい

残して生かしたい

創業→雇用→定住→持続

可能な地域へ

広島・島根両県の流域に

暮らす地域づくり人のネ

ットワークを。連携して

流域の活充を目指す。 

流域の自治組織の支援 流域の

総合調査と地域資源データベ

ース化 広域連携事業の推進 
人材養成事業 

文科省受託事業(生涯学習まちづ

くりモデル事業) 
「やる気満々講座」開校2002年

        2004年も開設

実施団体は任意団体 
お金は国から直に地域へ

も流れる  (2段抜き) 
地域と国の協働もありの

時代を！ 

作木未来会議 1970年

島根県地域づくり中間支援組織補助事業

島根各地の集落支援へ

しまね田舎ツーリズム（推進協議会）

「ローカルマニフィスト推進ネットワーク中国」 立ち上げ

山口県民活動推進条例  施行 
山口県中山間地域づくりビジョン策定 

むら終い 

むらたたみ

むら納め 


